
生重郎の「信・義・対」
～その３.｢対」～

対とは、出会う相手との関わりのこと
人との出会いにも、仕事での対戦にも、必ず相手がいる
出会うべくして出会った相手との縁を尊び
ライバルからも忍と知恵を学び、自己成長に繋げる

信ずること・義理人情・出会いを大切にし、私は生きている

七月

1945年8月15日、どん底の敗戦。
不屈の和魂で戦後を生き抜いた。
終戦の翌年、阿波踊り復活。
平和の歓びに満ち溢れた1946年の阿波踊り。
未来に世界に羽ばたけ、平和の阿波踊り！

昭和3年、徳島市生まれ。

1945年8月15日、どん底の敗戦であった。
皆が不屈の和魂で戦後を生き抜いた。
そして終戦の翌年に阿波踊り復活。
平和の歓びが爆発した阿波踊りとなった。
今年は終戦から70年を迎える。
いつまでも阿波踊りを楽しめる平和な世
の中であってほしい。


